
基準価額は⼀万⼝当たりです。基準価額及び基準価額（分配⾦再投資）は信託報酬控除後（後記の「ファンドの費⽤」参照）のものです。基準価額（分配⾦再投資）は、
税引前分配⾦を分配時に再投資したものとして計算しています。運⽤実績は過去のものであり、将来の運⽤成果等を保証するものではありません。分配⾦実績は、将来の分配⾦
の⽔準を⽰唆あるいは保証するものではありません。運⽤状況によっては、分配⾦額が変わる場合、または分配⾦が⽀払われない場合があります。
期間︓2019年5⽉28⽇（設定⽇）〜2022年12⽉15⽇

2022年12⽉

ティー・ロウ・プライス 世界厳選成⻑株式ファンド
Cコース（分配重視型・為替ヘッジあり）／Dコース（分配重視型・為替ヘッジなし）

分配⾦のお知らせ

コース名 分配⾦
（税引き前、⼀万⼝当たり）

基準価額*（⼀万⼝当たり、
2022年12⽉15⽇現在）

Cコース（分配重視型・為替ヘッジあり） 110円 11,157円
Dコース（分配重視型・為替ヘッジなし） 210円 14,086円

平素は格別のご⾼配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当ファンドは2022年12⽉15⽇に第14期（2022年9⽉16⽇〜2022年12⽉15⽇）の決算を

迎えました。ファンドの分配⽅針に基づき、基準価額⽔準、市場動向等を勘案し、以下の通り分配⾦額を決
定いたしましたのでご報告いたします。

Cコース（分配重視型・為替ヘッジあり） Dコース（分配重視型・為替ヘッジなし）

運⽤実績（基準価額の推移）

市場概況、今後の⾒通しおよび運⽤⽅針

*分配⾦落ち後の基準価額です。

1

当期（2022年9⽉16⽇〜2022年12⽉15⽇）の世界株式は、引き続き各国のインフレ動向と⾦融政策を巡る憶測に左右される展開
となりました。期初は、各国中央銀⾏の利上げラッシュを受けた景気悪化懸念や英国の減税案をめぐる市場の混乱などが影響し、世界同時
株安の様相となりました。その後、英国での混乱の終息に加えて、⽶国での利上げペース減速への期待が⾼まったことなどから反発しました。
11⽉以降は、⽶国で発表されたCPI（消費者物価指数）の伸びが2ヵ⽉連続で事前予想を下回るなどインフレのピークアウトが⽰唆された
ことや、主要国における利上げペースの減速期待、中国コロナ政策の変更観測などが株式市場にプラスの影響を与えました。世界株式指数
（MSCIオール・カントリー・ワールドインデックス、税引き前配当再投資、⽶ドルベース）は期を通してみると2.0％の上昇となりました。

今後の⾒通しとしては、これまでの潤沢な流動性相場から、ロシアのウクライナ侵攻や⽶国の急速な⾦融引き締めを経て、市場から過剰流動性
の縮⼩やバリュエーション調整が進んだ結果、株式市場はより個別企業のファンダメンタルズに基づいた株価形成がなされる健全な環境に回帰し
ていくと⾒ています。また、様々なリスクに配慮すると同時に、市場や経済の健全な⾯に⽬を向けることが重要でしょう。過去の⾦融危機に陥った
際には何かしらのバブルを抱えていましたが、⾜元では政府債務は⼤幅に増加傾向にあるものの、⺠間部⾨は⽐較的健全な状態を維持してお
り、懸念すべき信⽤バブルは観測されていません。このため、仮に景気後退に陥っても景気の⾕はそれほど深くはならないと⾒込まれます。

また、これまでの⼤幅利上げがマクロ経済や企業業績などに与える影響に注意を払う必要があります。個々の企業のインフレや利上げに対する耐
性が異なる中で、銘柄選別の重要度が⾼まると⾒ています。収益⼒やキャッシュの創出⼒に優れる企業へ投資することが重要であり、このような
変化を捉えた銘柄の⼊れ替えやポートフォリオの構築が重要になっていくと考えます。当ファンドでは、これまで同様、規律あるファンダメンタルズ分
析に基づき、個別の成⻑要因を有する銘柄をボトムアップで発掘するアプローチを継続します。常に変化を続ける市場において、変化の「正しい
側」にいる企業への投資を⾏い、特定のスタイルに偏ることなく、持続的な成⻑が⾒込まれる優良企業を特定していくことで、特徴のあるポートフォ
リオを構築することに努めます。
・上記は過去の実績・状況または作成時点での⾒通し・分析であり、将来の運⽤成果等を⽰唆・保証するものではありません。
・巻末の「投資信託および当資料に関する留意事項について」を必ずお読みください。
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 分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり投資信託の純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当分、基準価
額は下がります。

 分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合があ
ります。その場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇と⽐べて下落することになります。また、分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期
間におけるファンドの収益率を⽰すものではありません。

 投資者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。

 当資料は、ティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社が作成したお客様向け資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書類ではありま
せん。

 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づき作成しておりますが、情報の正確性あるいは完全性について保証するものではありま
せん。

 当資料における⾒解等は資料作成時点のものであり、将来事前の通知なしに変更されることがあります。また、当資料で⽰したデータ
等は、情報提供を⽬的として掲載したものであり、将来の投資成果を⽰唆、または保証するものではありません。

 投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建て資産には為替変動リスクもあります）を投資対象としているため、お客様の資産
が当初の投資元本を割り込み損失が⽣じることがあります。

 ご購⼊の際は投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますので、必ずお受け取りのうえ、内容をよく読
み、ご⾃⾝でご判断ください。

 投資信託は、預⾦や保険契約ではありません。また、預⾦保険機構や保険契約者保護機構の保護の対象にはなりません。購⼊⾦
額については、元本および利回りの保証はありません。銀⾏等の登録⾦融機関でご購⼊いただく投資信託は、投資者保護基⾦の⽀
払対象ではありません。

 ファンドのお取引に関しては、⾦融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適⽤はありません。
 「T. ROWE PRICE, INVEST WITH CONFIDENCE」および⼤⾓⽺のデザインは、ティー・ロウ・プライス・グループ、インクの商標ま
たは登録商標です。当資料はティー・ロウ・プライス・ジャパン株式会社の書⾯による同意のない限り他に転載することはできません。

投資信託および当資料に関する留意事項について

202212-2645444 4

収益分配⾦に関する留意点

 MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス︓出所 MSCI。MSCIおよびその関連会社、並びに第三者の情報源および提供者
（まとめて「MSCI」）は、本稿に記載されるMSCIのデータに関して、明⽰的または暗黙的に関わらず、いかなる保証や表明は⾏わ
ず、⼀切の責任を負いません。MSCIのデータは、その他の指数や証券、⾦融商品の基準としての更なる再配布や使⽤が禁⽌され
ています。本資料は、MSCIによって承認、審査、発⾏されたものではありません。過去のMSCIのデータおよび分析は、将来のパ
フォーマンスの分析、⾒通しまたは予測を⽰唆または保証するものではありません。いずれのMSCIのデータも、投資判断のための投資
アドバイスや推奨を⽬的とするものではなく、投資アドバイスや推奨として依拠してはなりません。

当資料で利⽤している指数について

Cコース／Dコース 分配⾦のお知らせ
お客様向け資料
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